
授業改善のポイント 第６学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目的や意図に応じて情報を収集する力を付ける 
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ず
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昆
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こ
ん
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体
長
は
十
二
～
十
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。
体
は
黒
色
。
胸む

ね

と
背
は
赤
色
で
、
黒
色
の
十
字
型が

た

の
も
よ
う

が
あ
る
。
発
光
器

は
っ
こ
う
き

を
も
ち
、
オ
ス
、
メ
ス
の
両
方
が
光
る
。
五
月
下
旬

げ
じ
ゅ
ん

か
ら
七
月
に
か
け
て
羽
化

う

か

し
た

メ
ス
は
、
川
岸
の
落
ち
葉
や
コ
ケ
に
卵
を
う
む
。
成
虫
は
一
週
間
程
度
生
き
る
。
幼

虫

よ
う
ち
ゅ
う

の
と
き
は
水
の

中
で
育
ち
、
主
に
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
の
巻ま

き
貝
を
え
さ
に
す
る
…
… 

※
「
羽
化
」
～
サ
ナ
ギ
か
ら
成
虫
に
な
る
こ
と 

 

資
料
ア 

観察されたホタルの数 

（一番多く観察された日のホタルの数 

～ 森山ホタルの会調べ） 

資料イ 
（ひき） 

（年） 

資料ウ  ごみ拾い活動で集めたごみの重さ 

（児童会調べ） 
（ｋｇ） 

（年） 

 図鑑、グラフ、調査結果、インタビューな

ど様々な資料を調べたり、関連付けて考えた

りする活動を取り入れましょう。 

 図鑑からは、体の大きさや特

徴、成長の様子、生息地、えさ、

繁殖など、生き物の一生にかか

わる事柄が分かります。 

 グラフの読み取りの力を付けましょう。 

 ・ 一番高いところはどこで、およそいく

らか。 

 ・ 一番低いところはどこで、およそいく

らか。 

 ・ 一番高いところは、一番低い所のおよ

そ何倍か。 

 ・ 変化が最も大きいところはどこか。 

 ・ 数値の推移の様子は「増加」「減少」

「変化なし」のいずれに当てはまるか。 

 ・ 複数のグラフを関連させて、関係性が

ないか。「Ａが減ったらＢが増えた」、「Ａ

もＢも増えた」など。 

 数値から判断・評価することが大切です。 

 ・「この数値は多いと考える」 

 ・「少ないと考える」 

・「もっと増えてくるはずだ」 

（㎏） 

ホタルは増え

てきていること

が分かるね。 

ごみの量は 2009年以後

は、あまり変わりないね。 

「摘読」で大ま

かに読み取りた

いね。その際、主

語に着目すれば

よいね。 

 文章全体を概観しな

がら拾い読みすること

を摘読といいます。多数

の資料を関連させて読

むときに効果的です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【思考ツール 例】 
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と
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～
こ
と
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こ
と
。 

  

・
～
こ
と
。 

・
～
こ
と
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かん板を使った 
呼びかけ 

回らん板を使った 
お願い 

Ｂ 

情報を整理・分類する力を付ける 

 ベン図・座標軸・マトリクスな

ど、思考ツールを使って、情報を

整理・分類する活動に取り組みま

しょう。 

 「資料ケ」と「資料コ」を、ベン図を使

って整理しています。ベン図を使った整

理・分類では、その共通点をとらえること

ができます。メモを付箋に書くなどして、

操作して、分類する力を付けましょう。 

 位置付ける根拠をかかわらせるために、

思考ツールは有効です。 

プロット図・心情曲線 

クライマックス 

 

                上昇（高まり） 

下降 

（収束） 

終末部                導入部 

・単純化 

・焦点化 

・要約 

・構造化 

マトリクス 

 

   

   

   

   

 

・分類 

・整理 

・比較 

座標軸 

 

 

・比較 

・分類 

・整理 

・位置付け 

 ツールを使っ

て、「どうしてそこ

に位置付くのか」

といった根拠出し

合う言語活動を、

場に応じて取り入

れたいものです。 

ウェビングマップ 

イメージマップ 

 

 

 

 

 

・アイデア

を出す 

・アイデア

を広げる 

・関連付け 

【取材メモ ３】 

＜回らん板を使ったお願い＞ 
・ 地いきの人にお願いする。 
・ 「ホタルの町」にするため。 
・ 台所から油や飲み物を流さない

こと。 
・ 水がよごれたらだいなしだとい

うこと。 
・ 川岸にごみを捨てないこと。 

資料ケ 【取材メモ ４】 

＜かん板を使った呼びかけ＞ 
・ ホタルを見に来る人たちへ呼び

かける。 
・ マナーを守ること。 
・ ごみを捨てないこと。 
・ ライトで照らさないこと。 
・ ホタルをつかまえないこと。 

資料コ 

双方に共通するこ

とが位置付きます。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終わり 中 始め 【
構
成
メ
モ
】 

４だん落 ３だん落 ２だん落 １だん落 

こ
の
よ
う
に
か
ん
板
を
使
っ
て
見
に
来
る
人
た
ち
に
呼
び

か
け
る
こ
と
で
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
見
る
人
が
ふ
え
て
、
ホ

タ
ル
の
住
み
や
す
い
川
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

 

次
に
、
見
る
時
に
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

・ 

資
料
の
記
号 

 

資
料
か
ら
分
か
る
こ
と
（
事
実
） 

・ 

ラ
イ
ト
を
照
ら
す
人
が
い
る
。 

資
料
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
自
分
の
意
見
） 

・ 

ホ
タ
ル
が
仲
間
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

ま
ず
、
ホ
タ
ル
を
つ
か
ま
え
な
い
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

・ 

資
料
の
記
号 

 

資
料
か
ら
分
か
る
こ
と
（
事
実
） 

・ 

ホ
タ
ル
を
見
る
人
が
つ
か
ま
え
た
こ
と
が
数
を
減 

ら
し
た
原
因
の
一
つ
。 

・ 

山
本
さ
ん
も
や
め
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
。 

資
料
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
自
分
の
意
見
） 

・ 

そ
の
ま
ま
観
察
し
た
方
が
よ
い
。 

今
年
は
、
か
ん
板
を
使
っ
た
呼
び
か
け
に
も
取
り
組
む
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
見
に
来
る
人
が
気
を
付
け
な
け

れ
ば
、
ホ
タ
ル
の
住
み
や
す
い
川
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
か

ら
で
す
。 

 

説得力のある文章を書く力を付ける 

 文の型と「中」の構成を意識して

書かせるようにしましょう。 

結論の置き場所によって、文の型が変わります。「読むこと」の学習と関連さ

せて様々な型に慣れさせ、児童自身が選択できるようにしたいものです。 

頭括型 

【主張】 

 

【根拠・理由付け】 

双括型 

【主張 A】 

 

【根拠・理由付け】 

 

【主張 A´】 

尾括型 

【話題提示】 

 

【根拠・理由付け】 

 

【主張】 

オ 

構成メモを使って段落を構成し、双括型の意見文を書く 

 双括型の構成で

意見文を書く経験

を増やしましょう。 

 「始め・中・終わり」の三部構成で、４段落で書きます。 

・ 「中」の部分は、資料を２つ選んで書くので、２つの段落

に分けます。 

コ 

「主張」⇒「資料から分かる事実」⇒「意見」の流れで「中」

を構成します。 

  

意見を整合させる

ことが大事です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【調査問題解答例】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
ず
、
ホ
タ
ル
を
つ
か
ま
え
な
い
こ
と

を
呼
び
か
け
ま
す
。「
資
料
オ
」
を
見
る
と
、

ホ
タ
ル
を
見
る
人
が
ホ
タ
ル
を
つ
か
ま
え

て
し
ま
う
こ
と
が
、
数
が
減
っ
た
原
因
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
資
料
コ
」
に
あ

る
よ
う
に
、
山
本
さ
ん
も
や
め
て
ほ
し
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
生
き
物
を
そ

の
ま
ま
観
察
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。 

 

次
に
、
ホ
タ
ル
を
見
る
と
き
に
守
っ
て

ほ
し
い
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。
「
資
料

コ
」
か
ら
ホ
タ
ル
を
見
な
が
ら
ラ
イ
ト
を

照
ら
す
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

周
り
が
明
る
い
と
、
ホ
タ
ル
は
仲
間
を
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
ご
み
を
捨
て
な
い
こ
と
を
呼
び

か
け
ま
す
。 

「
資
料
ウ
」
に
あ
る
よ
う
に
、
毎
年
二
十

五
キ
ロ
以
上
も
ご
み
が
集
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
二
十
五
キ
ロ
も
川
に
ご
み
が
あ
る
と

い
う
の
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
「
資
料
ク
」

に
あ
る
よ
う
に
、
ホ
タ
ル
の
会
の
人
た
ち

も
ご
み
が
な
く
な
ら
な
い
こ
と
を
困
っ
て

い
ま
す
。 

次
に
、
ホ
タ
ル
を
つ
か
ま
え
な
い
こ
と

を
呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
資
料

オ
」
に
あ
る
よ
う
に
、
見
に
来
る
人
が
ホ

タ
ル
を
つ
か
ま
え
た
こ
と
で
ホ
タ
ル
の
数

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。 

 

「中」の段落の述べ方は、作文の時だけではなく、発言するときや意見交換の場面などで

も意識させていきましょう。 

選択した 

資料 

資料から 

分かること 

資料を受け

た意見 

選択した 

資料 

資料を受け

た意見 

選択した 

資料 

資料を受け

た意見 

資料から 

分かること 

 「中」に説得力をもた

せましょう。 

「選択した資料⇒その資料から分かる事実⇒事実から考えられ

る意見・判断・評価」というつながりを意識して述べさせましょう。 

一文目は、接続詞やナンバリングで順を表し、ラベリングします。 

二文目は、「資料」から分かる「事実」を述べます。 

＜例＞「まず、○○をします。」 

「一つ目は、○○についてです。」 

 

三文目は、「事実」から考えた「意見」を述べます。 
この時、「始め」の「主張」と関連させることが大切です。 

＜例＞「資料△から、○○なことが分かります」 

「資料△で、○○されています。」 

 

＜例＞「○○というのは多いと思います。」 

「○○することが必要だと考えます。」 

 


